
　ギリシアと言えば、まず、何をイメージします

か？　エーゲ海の青い空と紺碧の海。眩しい太陽

の下、白亜の列柱を輝かせるパルテノン神殿やゼ

ウス神殿などの壮大な古代遺跡の数々。いにしえ

の都市国家の栄光を今に伝えるアクロポリスの

丘。ギリシア人と言えば、ソクラテスやアリスト

テレス、ゼウスやヘラクレスを思い浮かべる。美

の女神アフロデイテ、知恵の女神アテナなど、オ

リンポスの１２神をめぐる遥か古代のギリシア神話

の世界のロマンへの憧れがあるのだろうか。

　２００２年９月、私は、��（ヨーロッパ連合）の言

語教育政策に関する調査・研究の一環として、��

加盟国であるギリシアの教育省、アテネ大学を訪

れた。初めてアテネ空港に降り立った時、いよい

よヨーロッパ文明発祥の地への第一歩だと、胸を

ふくらませた。エアポートバスでシンタグマ（憲

法）広場へ向かう途中、映像や写真でなじみのあ

るアクロポリスの丘がそびえ、町なかに神殿の姿

なども目に入り、わくわくした。同時に、高層ビ

ルの谷間を猛スピードで走る車の流れと人々の喧

噪。実に活気あれる市内の様子に目をみはった。

首都アテネは、ギリシア全人口の約３分の１、約

３２０万人を超える大都会であり、政治・経済・文

化・教育の中心地なのである。古代のロマンと現

代の息吹きの二面性に接し、感動とともにギリシ

ア研究への好奇心でいっぱいになった。

　アクロポリスとは「高い丘の上の都市」という

意味で、古代には神殿が建てられた聖域、さらに

ポリス（都市国家）防衛の要塞として二重の役割

を果たしていた。

　古代アテネ建築物として修復されて残っている

のは、パルテノン神殿、アテナ・ニケ神殿とエレ

クティオン神殿である。

　エレクティオンは６人の少女像（カリアティデ

ス）を柱とした柱廊が張り出していて、美しい

「乙女の露台」として名高い。

　��４０８年に完成し、１９�に復元されている。イ

オニア式円柱の少女像のオリジナルは、アクロポ

リス博物館に保管され、１本は大英博物館にある。

　教育省の��������	�
�	��
����	�
が予約してく

ださったテイタニア・ホテルの部屋には美しい花

束 が 届 い て お り、ア テ ネ 大 学 の������

���������	
��
�����教授からも、歓迎のメッセー

ジが届いていた。��������	
��
��
�

���と����

��������	
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�からは、直接、歓迎の電話をう

け、ギリシアの人々の��������	
���
�
に感激し

た。テイタニア・ホテルの屋上には、ルーフ・ガー

デンがあり、オリーブの木が茂っている。その名

も「オリーブ・ガ－デン」というレストランで、

スブラキ（白身の魚、羊、牛の肉を串刺しにして

炭火でグリルしたもの）、フェタ（真っ白な山羊の

チーズ）野菜とオリーブのサラダ、ムサカ（ナス

と挽肉にベシャメールソースかけオーブンで焼い
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たもの）などギリシア料理をご馳走になったのも、

楽しい思い出である。ギリシア教育省、アテネ大

学を訪問した際には、ギリシアの言語教育改革に

関する貴重な資料提供をいただいた。小・中・高

校の教員とデイスカッションをする機会にも恵ま

れ、ギリシアの語学教育の現状に接することがで

きた。����������	�
��
������
��教授から、応用

言語学、英語教授法研究に関する著書を、愛知大

学図書館に寄贈いただき感謝している。

世界の中のギリシア語、ギリシア語の中の

世界

　現在のギリシア語人口は、国の内外合せて、

１，８００万人足らずで、それほど多いとは言えない。

しかし、英語の単語の２１％がギリシア語起源で、

学術用語では、５０％以上になると言われる。例え

ば、アルファベットという名称自体が、ギリシア

語のアルファベットの「�（アルファ）」と「�

（ベータ）」を組み合わせたものである。ギリシア

では、今日でも、「Σ（シグマ）」や「Θ（スイー

タ）」といった数学記号などでお馴染みの２４のアル

ファベットが使用されている。これは、紀元前９

世紀頃、フエニキア文字をギリシア表記に借用し

て以来、現在に至るまで変化していない。日本語

における外来語の例として「台風」――「�������

（英語）」――「������（ギリシア語）」がある。

インド・ヨーロッパ語族内で共通の語源から生じ

た語彙もある。例えば、「母」を意味する「�����

（ギリシア語）＝�����（ラテン語）＝������

（ドイツ語）＝������（英語）である。

　ギリシアの詩人オデイッセアス・エリテイス

（１９１１～１９９６）が、ノーベル文学賞受賞記念講演

（１９７９）で、「２５世紀の長きにわたって、ただの１

世紀たりともギリシア語で詩が書かれなかった時

代はない」と述べたのは有名である。ギリシア人

は、ギリシア語が、古代から中世を経て近代にま

で継続したという事実を重要視している。

　このように、ギリシア語は、ヨーロッパ世界の

あらゆる言語の基礎となった「古代ギリシア語」

と、現在日常的に使われている「デイモテイキ」

と呼ばれる「現代ギリシア語」の二つに分けられ

る。近年まで、現代ギリシア語も「カサレヴサ

（書き言葉）」と「デイモテイキ（話し言葉）」とい

う２本の言語体系状態であった。１９７６年の教育法

によって、口語に基盤をおいた「デイモテイキ」

が教育と行政の公式の言語として認められ、１本

化された。

ギリシアの外国語教育

　��統合および社会経済の変化に対応して、ギ

リシアでは教育の面における変革が進められてい

る。教育の質の向上はギリシアの第１優先事項で

ある。現代ギリシア語は、��市民の３～４％が

使用する言語であり、ポルトガル語２．６％、デン

マーク語２．４％に続く。このような状況の中、外国

語教育の強化・充実が推進されている。１９９３年、

教育大臣が、下級中等学校で英語のほかに第２外

国語を導入することを提起、実施された。

　現在、ギリシアの外国語教育は、小学校４年生

（９歳）から英語が必修で、週３時間、年間２７０時

間学習する。中学校（ギムナジウム）では、英語

に加えて、第２外国語（フランス語、またはドイ

ツ語）を必修科目として履修する。すなわち、��

の言語を２ヵ国語学習する。英語の授業時間数は、

週２時間、年間１８０時間である。従って、義務教育

の期間における英語の授業時間数は、合計、年間

４５０時間である。高級中等学校（リケイア）、日本

の高校レベルでは、英語が必修であり、第２外国

語として、ドイツ語とフランス語が必修である。
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その他の��の外国語からオランダ語、スペイン

語、ポルトガル語、イタリア語、ロシア語、アラ

ビア語、トルコ語が選択履修できる。

　評価は、学習到達目標が設定されており、各学

校、学年終了時に����������	
�������	
�����	���

���������	
���
��
����������	
�������の５領域に

わたって、各々、�１，�２，�１，�２，�１，�２の６

レベルに評価する。�２が��������	��
���のレベ

ルである。

　語学教育のクラス・サイズは平均１５名。最多ク

ラスが３０名であるが、その場合は２グループに分

けて指導する。３０名を超えないという基準がある。

EU教育プログラムへの参加

　��の言語政策の目的は、「��の多様な言語は

文化遺産である」という観点から、多言語・多文化・

多民族の共生と発展である。現在��の加盟国は

１５か国であり、１１の公用語を有している。「ヨ－

ロッパ言語年２００１」の目標は、�����������	��
�で

あり、������������	��
�である。複数言語「１＋

２」、すなわち「母語プラス��の２か国語以上」の

習得がギリシアにおいても推進されているのであ

る。

　「ソクラテス」（��������）：総合的教育計画、

「リンガ」（������）：外国語教育計画に基づいて、

小学校における「早期学習」から「生涯学習」に

いたるまで、「１＋２」の複数言語の学習が盛んで

ある。「エラスムス」（�������）計画は、大学生・

教員・研究者の相互交流推進計画であり、単位互

換制・登録料免除のシステムのもと、マルチ・リ

ンガルのヨーロッパ市民の育成を目指して実践さ

れている。各国間の留学生を２０１０年には３００万人に

することを目標とし、２００４年２００億ユ－ロの予算を

計上している。

　ギリシアの青年と、他の��諸国の若者との交

流が増加し、「青年交流プログラム」の推進と、ヨー

ロッパ市場における雇用の機会に関する情報の組

織的提供の拡大により、外国語学習へのモーテイ

ベーションが高まっている。アテネ大学図書館で

親しくなった学生は���������	�
���の英語で論

文執筆中とのことであった。シンタグマ広場で教

育省への道を尋ねた時も、街角での道案内も、英

語であった。広場を前にしてそびえる国会議事堂

は、近代ギリシアの初代国王、オット－の王宮と

して建てられたドリア式の大理石の柱が印象深い

建物である。南側前面には、無名戦士の墓がある。

クリーム色の美しい外観を背景にカメラのシャ

ターを押してくれた青年の英語も、その笑顔とと

もにさわやかであった。

　ギリシア神話での最高神ゼウスの祭礼時に開催

されたオリンピア競技は、現在のオリンピック大

会の源でもある。２００４年８月、アテネで「古代オ

リンピア」が蘇り、世界の人々を迎えて再現され

る。１８９６年の「近代オリンピック」発祥の地への

１０８年ぶりの「里帰り」である。その対応に向けて

も、今、アテネは外国語学習熱が加熱している。

　古代ギリシア文明は、ヨーロッパ文明の基盤を

なしてきた。現代ギリシア国家は、古代ギリシア

の継承者として、ヨーロッパ統合のチャレンジに

直面する。現代ギリシア語を��の公用語の一つ

として、外国の人々に学習を奨励し、また、古代

ギリシア語を文化継承と発展のために学習する。

古代ギリシア演劇では、現在もセリフに古代ギリ

シア語が使われることがある。日常使っていない

言葉をギリシア人は理解できるのかと思われる

が、今でも、古代ギリシア語は、学校教育におい

て必修科目として、教えられているのである。こ

こに、ギリシア人の「古代ギリシア人の末裔とし

ての我々」という意識がある。古代と現代との二

つの視座から、立体的にギリシアが見えてくると

感じたギリシア訪問であった。

�
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